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Quebrachinノ 血 糖 及 ビ 糖 尿ニ對 ス ル

作 用ニ 關 ス ル 研 究 追 補

岡山醫科大學藥理學教窒(主 任奥島教授)

醫學士 長 田 敏 樹

[昭 和12年10月26日 受 稿]

Aus dem Pharmakologischen Institut der Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. K. Okushima)

Weitere Studien uber die Wirkung des Qnebrachins

auf den Blutzucker.

Von

Toshiki Choda.

Eingegangen am 26. Oktober 1937.

   In einer fruheren Mitteilung zeigte der Verfasser, dass Quebrachin zwar den 

normalen Blutzuckerspiegel des Kaninchens nicht merklich beeinflusst, aber in 

 grosseren Dosen eine leichte  Hyperglykamie bedingt, dass es Hyperglykamie, welche 
durch Adrenalin bzw. Diuretin hervorgerufen wird, betrachtlich hemmen kann, dass

 es hingegen Hyperglykamie nach einer intravenosen Zufuhr von Traubenzucker nicht 

hemmt. Seitdem wurde weiterhin die Wirkung des Quebrachins auf verschiedene 

Arten der Hyperglykamie und Glykosurie, deren Zusammenhang mit Miniglin und 

der Angriffsort hinsichtlich der hyperglykamischen Wirkung des Quebrachins bei 

grosseren Dosen untersucht. Die Ergebnisse lassen sich, wie folgt, zusammenfassen: 
   1. Quebrachin unterdruckt die Morphinhyperglykamie, wenn auch etwas unvoll-

standig. Auch die durch Nikotin und Pilocarpin bedingte Blutzuckervermehrung 

wird durch Quebrachin fast vollstandig gehemmt. Ebenfalls beeinflusst Quebrachin 

die Hyperglykamie nach dem Zuckerstich stark hemmend. 

 Daraus ergibt sich, dass die hemmende Wirkung auf die Hyperglykamie, die durch 

Morphin, Nikotin, Pilocarpin und Zuckerstich verursacht wird, mit seiner in der vorigen 

 Mitteilung berichteten Wirkung ubereinstimmt und zu demselben Schluss fuhrt,
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 namlich, dass Quebrachin auf die fordernden Sympathikusfasern eine elektiv lahmende 

Wirkung hat und auf die Sekretion des Adrenalins hemmend wirkt, dass es anderseits 

die zuckermobilisierende Wirkung des Adrenaline hemmt und dass es somit die Effekte 

der chemmischen sowie mechanischen Reizung der Zuckerzentren unterdruckt. 

   2. Die Hyperglykamie, die durch Calciumdarreichung bedingt wird, wird durch 

Quebrachin nicht gehemmt. Die Angriffsstelle des Calciums bei der hyperglykamischen 
Wirkung scheint demnach von der oben angegebenen Gifte verschieden zu sein. 

   3 Die den Blutzucker herabsetzende Wirkung des Miniglins wird durch Que-

brachin verstarkt. Die synergistische Wirkung auf die hypoglykamische Wirkung des 

 Miniglins kann auch als eine Gegenwirkung auf Adrenalin erklart werden. 

   4. Die durch grossere Dosen von Quebrachin verursachte Hyperglykamie tritt nach 

der beiderseitigen Splanchnikotomie ebenso wie vor diesem Eingriff auf, ein Beweiss, 

dass seine Wirkung peripherer Natur ist. Jedoch ist die Angriffsstelle dieser Wirkung 

von der des Adrenaline verschieden. 

   5. Das Quebrachin wirkt auch auf die Glykosurie nach Adrenalin und Diuretin 

 betrachtlich hemmend. Auf die Glykosurie, die durch iutravenose Zufuhr von Trauben-

zucker herbeigefuhrt worden ist, zeigt das Quebrachin dagegen keinen hemmenden 

 Einfluss; es verstarkt sie im Gegenteil etwas und verlangert ihre Dauer in geriugem 

Masse. (Autoreferat)

緒 言

余1)ハ前 報告ニ 於テ2-3 Quebracho-Alka-

loideノ 家 兎血糖 ニ及 ボス影響 ヲ檢索シ,就 中

Quebrachinハ 正 常血糖ニ對シ テハ著 シキ影

響 ヲ及 ボサザルモ,其 ノ大量 ナル時ハ輕度ナ

ル過 血糖 ヲ來 スコ ト竝ニ正常血糖 ニ對 シ認 ム

ベ キ影響 ヲ有 セザル量ニ 於テ,Adrenalin過

血 糖及 ビDiuretinニ 因 ル血糖上昇 ヲ抑制 ス

ル作用ヲ有スルモ,葡 萄糖負荷ニ因ル過血糖

ニ對 シテハ抑制作用 ヲ呈 セヂ ル コ トヲ證 明

シ,Quebrachinハ 糖原分解機轉ニ 關 シテモ

Adrinalinト 拮 抗的ニ作用 シ,交 感神經 催進

繊維末端 ヲ麻痺 スルモノナン ト論斷 セリ.然

ルニ余 ハ其 ノ後 ノ研究ニ ヨリ,上 記以外 ノ原

因ニ ヨル血糖増加ニ對 スル本物質 ノ影響,

Miniglin血 糖遞 減 作用 トノ 關 係 ヲ モ闡 明 ニ

シ,尚 ホQuebrachin過 血 糖 作 用 ノ侵 襲點 ニ

就 テ モ一 定 ノ 成 果 ヲ 得,更ニAdrenalin,

Diuretin及 ビ葡 萄 糖ニ 因 ル糖 尿ニ 及 ボ ス 本

物 質 ノ影 響 ヲ檢 索 シ タル ヲ 以 テ,茲ニ 追 加 報

告 ス ル所 ア ラ ン トス.

費驗 方 法 及 ビ 材 料

血 糖 ノ定 量 及 ビ實 驗 材 料 ハ前 報 告ニ 記 載 セ シ モ

ノニ等 シ.

檢 尿 ヲ ナ ス ニ ハ 家 兎 ヲ背位ニ 固定 シ,膀 胱 ニ

Nelaton氏「 カテーテ ル 」ヲ挿 入セ リ.而 シテ約1

時 間 放置 シテ得 タル 尿ニ糖 ヲ證 明 シ得 ザ ル モ ノノ

ミニ就 キ實驗 セ リ.糖 尿ノ 證 明ニハBenedikt氏

法竝ニTrommer氏 法 ヲ用 ヒ タ リ.Benedikt氏

法 ニ テハ糖 ノ含有 ノ程 度 ヲ其 ノ色彩 反應 ニ ヨ リ3
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種 ニ區 別 シテ比 較 觀察 セ リ(表 中 十 ノ數 ニテ之 ヲ

示 ス).

藥 品 ハ總 テ用 ニ臨 ミテ之 ヲ蒸餾 水溶 液 トナ シ,

側腹 部皮 下 ニ注 射 スル コ ト トシ,用 量 ハ體 重1kg

ニ對 シテ定 メ タ リ.

實 驗 成 績

1. Morphin過 血 糖 ニ及 ボ ス

Quebrachinノ 影 響

Morphinノ 中樞 性過 血 糖 ヲ惹 起 ス ル コ トハ

Eckhard2), Luchsinger3)及 ビLepine4)等 ニ ヨ リ

既 明 ノ事實 ナ リ.余 ハMorphin 20mgヲ 家 兎 ノ

皮 下 ニ注射 シ タル ニ,何 レモ注射 後 血糖増 加 ヲ示

シ,50-150%ノ 増加 率 ヲ示 セ リ.最ニ 余 ハQue-

brachinハDiuretinニ 因 ル 中樞 性 過 血糖 ヲ殆 ド

全 ク抑 制 スル ヲ認 メ タリ,然 ラバMorphinニ 因

ル 中樞 性過 血 糖ニ對 シテハ 本物 質 ハ如 何 ナル影響

ヲ及 ボ スヤ.

先 ヅ1列 ノ家兎ニMorphin 20mgヲ 注射 シ テ

其 ノ血糖 ノ經 過 ヲ觀 察 シ,其 ノ後一定 時 目 ヲ經 テ

同量 ノMorphinトQuebrachin 1-2mgト ヲ同

時ニ 皮 下ニ 注射 セル ニ,第1表 及 ビ第1圖ニ 示 ス

ガ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

第1表 Morphin過 血 糖ニ 及 ボスQuebrachinノ 影響

此成 績 ニ據 レバ,Morphin單 獨ニ 用 ヒ タル場 合

ノ血糖 最 大増 加率 ハ 平均86%ナ ル ニ,Quebrachin

ト併 用 セル場 合 ハ平 均47%ニ シテ,Morphinニ

因 ル 中樞 性過 血糖 ハQuebrachinニ ヨ リ著 明ニ 抑

制 セ ラル.是 レ即 チMorphinニ 因 ル中 樞性 交感 神

經性 過 血糖 ガQuebrachinノ 交 感神 經 末端 麻痺 作

用 ニ由 リ除去 セ ラレ タル タ メニ シテ,又Morphin

過 血 糖 ハDiuretin過 血糖 ノ際 ニ 觀 タル ガ 如 ク
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第1圖
Quebrachinニ ヨ リ顯 著ニ 抑壓 セ ラ レザルヨリ 觀

レバ,Morphinニ因 ル過 血糖ハ 小林5),Maren-

zit6)等 ノ認 ムル 如 ク中樞作用 ノ外末梢 性 因 子 ノ加

ハ ル モ ノナル ベ シ.

2. Nicotinニ 因 ル 過 血 糖 ニ 對 ス ル

Quebrachinノ 影 響

今橋7)ニ 據 レバ,Nicotinハ 中樞 性 ニ 作 用 シ

Adrenalin分 泌 ヲ催 進 シ,以 テ過 血糖 ヲ惹 起 シ,

而 シテYohimbin竝ニErgotaminハNicotin過

血 糖 ヲ抑 制 ス ト.然 ラバQuebrachinハNicotin

過 血糖ニ 對 シ如 何 ナル 影響 ヲ及ボ スヤ.

Nicotin 5mgノ 皮 下注 射 ニ ヨ リ過 血糖 ヲ 觀 察

セ ル1群 ノ家 兎ニNicotinノ 同 量 トQuebrachin

1-2mgト ヲ同 時ニ 注 射 セル ニ,Nicotinニ 困 ル

過 血糖 ハQucbrachinニ ヨ リ著 明ニ 抑 制セ ラル ル

ヲ觀タ リ(第2表 及 ビ第2圖參 照).而 シテ血 糖 ノ

最大 増 加 率ニ 就 テ觀ルニ,Nicotin單 獨 投與 ノ場

合 ハ33-57%ナ ル ニ,Quebrachinヲ 併用 セル場

合ハ13-25%ナ リ.

第2表 Nicotin過 血 糖ニ 及 ボ スQuebrachinノ 影 響
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第2圖

即 チQuebrachinハNicotinノ 過 血糖 ヲ殆 ド全

ク抑制 ス.是 レNicotin作用 ニ ヨ リ分泌 セ ラル ル

Adrenalinノ 作用 ガQuebrachinニ ヨ リ抑 止セ ラ

ル ル ニ因 ル モ ノナル ベ シ.

3. 糖 刺ニ 因 ル 過 血 糖ニ 及 ボ ス

Quebrachinノ 影 響

a. 糖刺 ノ正常 血 糖ニ 及 ボ ス影 響

糖 刺ニ因リ 過 血糖 ヲ招 來 スル コ トハ既ニ 諸 家 ノ

認 ムル 所 ナル モ,其 ノ作 用 機轉ニ 關 シテハ諸説 ア

リテ未 ダ歸 一 スル所 ヲ 知 ラズ.就 中Kahn u.

Starkenstein8), ,Jarisch9)等ハ 一般ニ 糖 中樞 ノ興

奮 ハ内 臓神 經 ヲ經 テ副 腎ニ達 シAdrenalinノ 分 泌

ヲ催 進 シ以 テ 血糖増加 及 ビ糖 尿 ヲ來 ス ト謂 ヘ リ.

Quebrachinハ 諸般 ノ過血 糖 ヲ抑 制 スル モ ノナル

ガ,此 糖 刺ニ 因 ル過 血 糖ニ 對 シテモ 尚 ホ能 ク其 ノ

抑 制 作用 ヲ及 ボ スモ ノナ リヤ.

先 ヅ對 照 トシテA群 ノ家 兎 ニ糖 刺 ヲ行 ヒ(Tie-

gerstedt10), Nagel11)ニ則 ル).其 ノ血 糖増 加 ノ状

態 ヲ觀 察 シタル ニ,第3表Aニ 示 セル ガ如 ク,穿

刺 後既 ニ30分 ニシ テ血 糖 増加 ヲ來 シ,11/2時 間 ニ

シテ最 高ニ 達 シ,平 均91%ノ 増加 率 ヲ示 シ,爾 後

漸 次減 少セル モ,4時 間 後尚ホ 高 度 ノ増 加 ヲ示 セ

リ.

b. 糖刺 過 血糖ニ 及 ボ スQuebrachin

ノ影 響

次ニB群 ノ家 兎 ニハ 糖刺 ニ ヨ リ血糖 増 加 ヲ 來

第3表 糖 刺ニヨ ル過血糖 ニ及 ボスQuebrachinノ 影 響
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セル後,即チ 穿 刺後1時間 ヲ經 テQuebrachin 2

mgヲ 皮 下ニ注 射 シ,其 ノ血 糖増 加率 ノ 平均價 ヲ

求 メ,之 ヲA群 ノ成 績 ト比較 セ リ.然 ラバ糖刺 ニ

因ル血 糖 増 加率 ハ漸 次 減 少 シ,注 射 後3時間ニ 至

レバ殆 ド注射 前 ノ値ニ 復 セ リ(第3表 B參 照).

更ニC群 ノ家兎ニハ 豫 メQuebrachin 2mgヲ

注 射 シ,其 ノ後15分 ニ シテ 糖刺 ヲ行 ヒ 其 ノ血 糖

状 態 ヲ檢 シ,之 ヲA群 ト比較 セ リ.其 ノ成績 ニヨ

シバ血糖増 加率 ハ穿 刺後30分 ニハ平 均20%ニ シ

テ,正 常動 物 ニテ最 高率 ヲ示 セル11/2時 後ニ 於 テ

モ僅ニ25%ナ リ.夫 レ ヨ リ 漸 次 血 糖増 加 シ1時

ニハ32%ノ 増加 トナ レ リ(第3表 C参 照).

以上 ノ成 績 ニ據 レバ,Quebrachinハ糖刺ニ 因

ル過 血 糖ニ 對 シ テモ著 明 ナル 抑制作 用 ヲ呈 ス,斯

カル 事 實 ハQuebrachinノ 交 感 神經末 端麻 痺 作 用

ガ内 臓 神經 興奮ニ基 クAdrenalinノ 分 泌亢進 ヲ

抑壓 シ,且Adrenalinノ 過 血糖 作 用 ヲ抑 制 スル モ

ノ ト思 惟 セ ラル.

4. Pilocarpin過 血 糖ニ 及 ボ ス

Quebrachinノ 影 響

副 交感 神經 興 奮藥 殊ニPilocarpinノ血糖ニ 及

ボ ス作用ニ關 シ,其 ノ少量 ハ血 糖 ノ増加 ヲ來 サ ザ

ル カ又 ハ減 少 ヲ來 ス ガ如 キモ,一 定 量ニ 至 レバ 血

糖 ノ増 加 ヲ來 ス ト謂 フ.即チ 今橋,Mc Guigan12),

Sakurai13), Frank u. Issac14)等ハPilocarpinノ

少量 ノ投與 ハ血糖 ニ變 化 ヲ及 ボサ ズ ト謂 ヒ,反 之

Watermann)15)ハ 血糖減 少 ヲ來 ス トナ セ リ.然 レ
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ドモ其 ノ太量 ガ血糖 ヲ増加 セ シムル コ トハ今橋,

Bornstein u. Vogel16)等 ノ等 シ ク認 ムル 所 ナ リ.

余 ハPilocarpin 0.5-5mgヲ 家 兎ニ 注 射 シ其 ノ

正常 血 糖ニ 及 ボ ス影響 ヲ檢 シ タ ル ニ,0.5-2mg

ニテハ 殆 ド認 ム ベ キ 影響 ナキ モ,5mgニ テ ハ血

糖 ノ増加 ヲ觀 タ リ(表 省 略).然 ラ バPilocarpin

過血糖ニ對 シQuebrachinハ 如 何 ナル影 響 ヲ及 ボ

スヤ.

仍 ツテ余 ハPilocarpin 5mgヲ 家兎 皮 下ニ 注射

シ,血 糖増 加 ヲ觀 察 セル1列 ノ家 兎 ニ一定 時日 經

過後,同 量 ノPilocarpinトQuebrachin 1-2mg

トヲ併 用 セル ニ,其 ノ成績 第4表 及 ビ第3圖 ニ示

スガ如 シ.

本 成績ニ據 レバ,QuebrachinハPilocarpin過

血糖 ヲ殆 ド完全ニ 抑壓 ス.然 レ ドモ斯 カル兩 藥物

ノ拮抗 作 用 ハ爾他臟 器ニ 於 テハ之 ヲ證 明 シ得 ズ.

從 ツテQuebrachinハ 副交 感 神經 末端 ヲ麻痺 スル

コ トナ キ モ ノト思 考 セザ ル ベ カ ラズ.他 方ニ 於 テ

Claude Bernard u. Eckhard17)ハ 迷 走神經 末梢 部

ヲ刺戟 スル モ血 糖 ノ變 化 起ラ ズ トナ シ.Corral18)

ハ迷 走 神經 末端 ヲ刺 戟 スル ハ却 ツテ血糖 ノ減 少 ヲ

觀 ル トナ シ,Bornstein u. Griesbach19)ハ 肝臟 灌

流ニ 於 テPilocarpinハ 直接 末梢 性 ニ 肝糖 原 ヲ糖

化 セ シム ル作 用 ナ キ ヲ證 セ リ.由 是觀 之,Pilo-

carpinハ 迷走 神經 末端 ノ興 奮 ニ ヨ リテ 過 血糖 ヲ

來 スモ ノ トハ解 シ難 ク,又 余 ノ曩 ノ中樞 及 ビ末梢

性交 感 神經 性 過血糖 ヲQuebrachinガ 抑制 スル ノ

事實 ヨ リ考 フレバPilocarpinトQnebrachinト

ノ拮抗 作用 ハ尠 ク トモ交 感神經 ヲ介 スル モ ノ ノ如

シ.從 ツテPilocarpin過 血糖 ハ 中樞 性交感神 經

ノ興 奮ニ 導 キ,内臟 神經 ヲ介 シテ發 現 スル モ ノト

觀 ル ベ ク,Qucbrachinハ 該 作 用 ヲ抑 制 スル ニ ヨ

リテPilocarpinノ 過 血糖 ヲ抑 制 スル モ ノ ト解 セ

ラル.

第4表 Pilocarpin過 血 糖ニ 及 ボ スQuebrachinノ 影 響
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第3圖 5. Miniglin低 血 糖ニ 及 ボ ス

Quebrachiuノ 影 響

Miniglinト ハ國産lnsulinニ シテ猪 尾20)ハ 本 物

質 ノ血 糖 下 降 作 用ニ 就 キInsulin-Tronto竝 ニ

Insulin-Lillyト ヲ比 較 シ3者ニ 於 テ殆 ド優 劣 ヲ認

メ ズ トヘ リ.余 ハ以 上 ノ實驗ニ 於 テQuebrachin

ハ諸 種過 血糖 ニ對 シ抑 制作用 ヲ呈 スル ヲ觀 タ リ.

然 ラバMiniglin低血 糖 ニ對 シテ ハ本 物質 ハ如 何

ナル 影響 ヲ及ボ スヤ.

Miniglinノ0.5單 位對kgヲ 皮下ニ注射 シ,豫 メ其

ノ血糖 減 少 ノ状況 ヲ觀 察 セル 家 兎ニ,一 定 時日 經

過後 同量 ノMiniglinトQuebrachin 1-2mgト

ヲ同 時ニ 注 射 セル ニ第5表 及 ビ第4圖ニ 示 スガ如

キ成績 ヲ得 タ リ.即 チMiniglin單獨 投 與 ノ場 合 ノ

最 大 血糖 下降 率 ハ平 均47%ナ ル ニ,Quebrachin

ヲ併 用 セル場 合 ハ平 均53%ヲ 示 セ リ.

以 上 ノ如 クQuebrachinハMiniglinノ 血糖 減

少作 用 ヲ催進増 強 ス.此 原因 ハQuebrachinガ

Miniglinト 反對 ノ作用 ヲ有 ス ル 交感神 經 又 ハ

Adrenalinノ 作 用 ヲ抑 制 ス ル ニ因 ル モ ノナ ル ベ

シ.

第5表 Miniglin低 血糖ニ 及 ボスQuebrachinノ 影響
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第4圖
6. QuebrachinトCalcium. Ion

トノ血 糖 作 用 ノ關 係

Kylin u. Nystrom21), Underhill u. Clossen22)

Underhill u. Kleiner23等ニ據 レバ,Calciumハ

血 糖増 加ヲ 招 來 ス トナシ,又 本物 質ハAdrenalin

ト密接 ナル 關 係 ヲ 有 スル ノ ミナ ラズ,Adrenalin

ト類 似 ノ作 用 ヲ有 スルコ トア リ ト認 メラル.

余 ハ鹽 化Calciumノ5%溶 液 ヲ家 兎耳 靜脉ニ 注

入 セル ニ,0.02-0.05gニ テハ 輕 度 ノ 血糖 上昇 ヲ

認 メ,0.1gニ テ ハ稍 々著 明 ノ上 昇 ヲ認 メ タ リ(第

6表參 照).

Quebrachin 2mgヲ 用 ヒテ血糖 状態 ヲ檢 シ タル

1列 ノ家 兎 ニ一定 時 日 ノ後,Calcium(0.05-0.1g)

ハ 耳靜脉 内ニ,Quebrachin 2mgハ 皮 下 ニ注 入 シ

テ血糖 ノ經 過 ヲ觀 察 セル ニ,第7表 及 ビ第5圖 ノ

如 キ成 績 ヲ得 タ リ.即 チCalciumノ 量0.05gノ 場

第6表 Calciumノ 正常血糖ニ 及ボス影影
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合 ハ最 大増 加率 ヒ就 テ觀 ルニ,Quebrachinノ ミ

ノ場 合 ト其 ノ差輕 度 ナ リ.然 ル ニCalciumノ 量

0.1gノ 場 合 ハ 之ニ 反 シQuebrachin單獨 投與 ノ

場 合ニ 比 シ其 ノ増 加 ノ度 大ニ シ テ,而 モ其 ノ血糖

増 加率 ハCalciumノ ミノ場 合ト 殆 ド同程度 ナ リ.

以 上 ノ成績ニ據 レバ,Calciumハ 一 定量 以 上 ニ

第7表 QuebrachinトCalciumト ノ血糖作用 ノ關係

第5圖

テ輕 度 ノ血 糖 上 昇 ヲ 惹 起 シ,又斯 カル量トQue-

brachinト ノ併用ニ 際 シテ モ殆 ド通常 ノ如 ク 血糖

ノ増加 ヲ來サ シム.故ニCalciumニ 因ル 血糖 上

昇 ハQuebrachinニ ヨ リテ抑 制 セ ラレザル ヲ觀

ル.斯 カル 事 實 ヨ リ考 察 ス レバ,CalciumハAd-

renalin作 用ニ 類 似 スル 作用 ヲ呈 スル コ トアル モ,

血糖 ヲ増加 セ シムル 際 ノ作用點 ハ恐 ラ クAdrena-

linノ 夫 レヨ リモ異 リタル點 ナルベ シ.

7. 内臟 神 經 切 除 家 兎ニ 於 ケ ル 實 驗

余 ハ更ニQuebrachinノ 血糖上 昇作 用 機轉 ヲ闡

明 ニスル爲兩 側内臟 神經 切除 家兎ニ 及 ボ ス本 物 質

ノ影 響 ヲ窺 ヘ リ.

先 ヅ1列 ノ家兎ニQuebrachin5-10mgヲ 注

射 シ,其 ノ過 血糖 ノ經 過 ヲ觀 察 シ,其 ノ後Schu-

ltzc24)氏法ニ 從 ヒ横隔 膜直 下ニ 於 テ兩 側 内臟神 經

ヲ切除 シ,術 後 一定 時日 ヲ經過 シ體 重 ノ恢復 スル

ヲ待 チ,再 ビQuebrachin 5-10mgヲ 注射 シ,血

糖 ノ經過 ヲ窺 ヒ タル ニ,其 ノ成 績第8表ニ 示 ス如

シ.
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第8表 内臟神經 切除 ガQuebrachin過 血 糖ニ 及 ボス影響

即 チ内臟 神經 ヲ切除 セル家 兎ニ 於 テ モQuebra-

chinハ 正常 家 兎ニ 於 ケル ト同樣 依 然 ト トシ テ過

血 糖 ヲ招來 ス.サ レバQuebrachin過 血 糖作 用 ハ

其 ノ侵 襲部 部 位 ハ中樞 神經 系ニ 在 ラズ シテ,末 梢

性 ナルベ ク,又 他方ニ 於 テ 本 物 質 ハ 末 梢ニ 於 テ

Adrenalinノ 侵襲點 ヲ興 奮 不能 トスル作用 アル ヲ

以 テ,興 奮作 用 ヲ示 スベ キ 位置 ハAdrenalinノ 作

用點 ト異ル モ ノナル ヲ察 知 シ得 タ リ.

8. 糖 尿ニ 及 ボ スQuebrachinノ 影 響

Adrenalin, Diuretin及 ビ葡 萄糖 ノ注 入ニ因 ル

過 血糖ニ對 スルQuebrachinノ 影響ハ 前 報ニ 述 ベ

タル ガ如 シ.然 ラバ之等 ニ ヨル糖 尿ニ對 シテ モ其

ノ關 係 同一 ナ リヤ 否ヤ,之 ヲ檢 索 スル コ ト.亦 興

趣 多 キ事項 ナ リ トス.

a. Adrenalin糖 尿ニ 及ポ スQuebrachin

ノ影響

先ヅ1群ノ 家 兎 ニハAdrenalin 0.3mgヲ 皮 ド

ニ注射 シ,他 ノ1列 ノ家 兎 ニ ハAdrenalin 0.3mg

トQuebrachin 2mgト ヲ同 時 ニ皮下 ニ注 入 シ,以

テ前者ニ 因 ル 糖尿ニ對 スル後 者 ノ影 響 ヲ窺 ヘ リ.

即 チ第9表ニ 示 ス如 ク,Adrenalinノ ミノ場 合

ハ注 射 後30分 ニシテ尿 中 糖 ヲ證ス ル モ ノ多 ク,

1時 ニハ全 部ニ 現 ハ レ,11/2-3時ニ 至 レバ其 ノ最

高度ニ 達 ス,然 ル ニQuebrachinト 併 用 セル場 合

ハ注 射 後4時 間 ニ至 リテ モも糖尿 ヲ證 セ ズ.唯1例

ニ於 テ ノ ミ輕 度ニ 陽 性 ナ リキ.

第9表 Adrenalin糖 尿ニ 及 ボ スQuebrachinノ 影 響

32



Quebrachinノ血 糖 及 ビ糖 尿ニ對 スル作 用ニ關 スル 研 究追 補 567

b. Diuretin糖 尿ニ 及 ボ スQuebrachin

ノ影響

先ヅDiuretin 0.5gヲ 家 兎 ノ側 腹部 皮 下ニ 注

射 シ,其 ノ糖尿ニ 及 ボ ス影響 ヲ窺 ヒ タルニ,注 射

後1時間ニ シテ尿 中糖 ヲ證 シ,2-3時 間 ニシ テ最

高ニ逹 セ リ.然 ルニ 同量 ノDiuretinトQuebra-

chin 2mgト ヲ併 用 セ ル 場 合 ハ注 射後4時 間ニ 至

ル モ尿 中糖 ヲ觀ズ.唯1例ニ 於 テ ノ ミ11/2時 ヨ リ

輕度 ナル糖 尿 ヲ現 ハ シ タ リ(第10表參 照).

第10表 Diuretin糖 尿ニ 及ボ スQuebrachinノ 影 響

c. 葡 萄糖 注 入後 ノ糖 尿ニ 及 ボ ス

Quebrachinノ 影響

先ヅ 葡 萄糖1gヲ 家 兎耳 静脉 内ニ 注 入 シ,其 ノ

糖尿ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ,次ニ 他 ノ家兎 ニハ葡 萄

糖1gハ 耳静脉 内ニ,Quebrachin 2mgハ 之 ヲ皮

下ニ 同時 ニ注 射 シ,其 ノ糖 尿 ニ 及 ボ ス影 響 ヲ窺

ヒ,前 者 ノ糖 尿ニ 及 ボ ス後者 ノ影 響 ヲ觀 察 セ ル

ー,葡 萄 糖 ノミ ノ場 合ハ 注 入後30分 ニ シテ尿中 糖

ノ出現 ヲ觀,注 入後3時 ニハ尿中 糖 ヲ觀ザ ル モ ノ

多 ク,4時ニ 至 リテハ 各例ニ 於 テ 糖 尿 ヲ證 明 セザ

ル ニ至ル.Quebrachin併 用 ノ場 合 ハ 糖 尿 ノ度

稍 高々 ク,且3時ニ 至 ル モ各 例糖 尿 ヲ示 シ,4時

第11表 葡萄糖注入後 ノ糖尿 ニ及 ボスQuebrachinノ 影響

33



568 長 田 敏 樹

ニ至 リテ モ糖 尿 ヲ現 ハ スモ ノ多 シ(第11表參 照).

以 上 ノ成績ニ據 ル ニ,Adrenalin, Diuretin及

ビ葡萄 糖 注 入ニ 因 ル糖 尿ニ對 スルQuebrachinノ

影響 ハ 夫等ニ因 ル 過 血糖ニ對 スル モ ノ ト全 ク軌 ヲ

同 クス.即 チAdrenalin糖 尿ニ對 シ テハ其 ノ抑 制

作用 最 モ顯 著 ニ シ テ,Diuretin糖 尿ニ對 シテ ハ

該作 用 少 シ ク劣 ル ガ如 キ モ,尚 ホ著 明 ナ リ.然 ル

ニ葡 萄糖 注 入ニ 因 ル糖尿ニ對 シテ ハ輕 度ニ 之 ヲ増

強 シ 且持續 ヲ長 カ ラシム.

總 括 及 ビ 結 論

1. QuebrachinハNicotin及 ビPilocar-

pinニ 因 ル 過 血 糖 ヲ殆 ド完 全ニ 抑壓 シ,糖 刺

ニ 因 ル血 糖 上 昇ニ對 シテ モ 強 ク抑 制 作 用 ヲ發

揮 シ,又Morphinニ 因 ル 血 糖増 加ヲ モ 著 明

ニ 抑 止 ス.

之 等 ノ過 血 糖ニ對 ス ルQuebrachinノ 抑 制

作 用 ハ之 ガ 交 感 神經 末 端 ヲ麻 痺 シ,以 テAd-

renalinノ 分 泌 ヲ抑壓 シ,且 ノAdrenalin作

用 ヲ抑 制 ス ル ニ因 ル モ ノ ナ ルベ シ.

2. Quebrachinハ 血 糖増加 ヲ抑 制スルノ

ミナラズ,Miniglinノ 血糖減 少作 用ヲモ催

進増 強ス.是 レQuebrachinガMiniglinト

反對 ノ作用 ヲ有 スル交感神經 又ハAdrenalin

ノ作 用ヲ抑制 スルニ因ルモノナ ラン.

3. Calciumニ 因 ル血糖増加ニ對 シテ ハ

Quebrachinハ 抑 制作用ヲ呈 セズ.是 レCal-

ciumノ 血糖増加ヲ 招來 スル際 ノ作 用點 ガ前

記諸物質 ト異ルニ基 クモ ノナルベシ.

4. Quebrachinニ 因 ル 血糖増加 ハ兩側内

臟神經 切斷 後 ニモ同樣ニ 現 ハル.故ニ 其ノ機

轉 ハ中樞 性ニ 非ズ シテ末梢性ナ リ.然 レドモ

其ノ侵襲點 ハAdrenalinノ モ ノ トハ 異 ル所

ナラザル可 ラズ.

5. QuebrachinハAdrenalin及ビDiure-

tinニ 因 ル糖尿 ヲ顯著ニ 抑制 ス.然 ルニ葡萄

糖注入ニ因 ル糖 尿ニ對 シテハQuebrachinハ

抑 制作用 ヲ現サズシ テ,却 ツテ輕度ニ 之 ヲ増

強セシム.
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